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7　食物アレルギーに関する指導

　食に関する指導の全体計画に位置付け、教職員全体で共通理解を図り
ます。

　食物アレルギーを有する児童生徒が安全で安心な楽しい学校生活を送るために、食物アレルギーについ

て、他の児童生徒からも理解が得られるよう配慮することが重要です。

　また、実際に隣で給食を食べていた児童生徒が、誤配に気付き、本人と教師に声をかけたことから、ア

レルギーの発症に至らずに済んだケースもあります。

　そのため、保護者の意向やプライバシーに配慮しながら、児童生徒の発達の段階に合わせて、食物アレ

ルギ－に関する内容を指導する必要があります。

⑴　食に関する指導の全体計画への位置付け
　食物アレルギーについて、食に関する指導を行うには、「食に関する指導の全体計画」に位置付け、

全教職員で共通理解を図ることが大切です。

⑵　食物アレルギーを有する児童生徒への指導
●食物アレルギーを有する児童生徒のアレルギー症状の発症を防ぐためには、原因食品を摂取しないよう

常に配慮することが第一の対策となります。

●学校においても、児童生徒の理解度や発達の段階に応じた食に関する指導、個別の保健指導、生活指導

等を行い、自己管理能力を育成することが大切です。

●児童生徒自身が自らの原因食物を知っておくことが大切です。

⑶　全ての児童生徒に対する食物アレルギーの指導
●食物アレルギーに対する理解を深め、原因食品の除去と偏食とを区別します。

●人権教育上の観点から互いを思いやる心を育てます。

●食物アレルギーを有する児童生徒の在籍の有無に関わらず、児童生徒の発達の段階に応じて関連する教

科や特別活動の場を捉えて、食物アレルギーについての理解を深める指導を進めることが大切です。

⑷　食物アレルギーについての学習と位置付け
　学習指導要領解説参照

～小・中学校の特別活動では～

　食物アレルギーに関する指導は、学級活動⑵の内容〔共通事項〕の「日常の生活や学習への適応

及び健康安全（小学校）」「適応と成長及び健康安全（中学校）」の中で、学校、学級の実態や児童

生徒の発達の段階に応じて、保健指導や安全指導又は食に関する指導と関連付けて行うことができ

ます。

　特に、食物アレルギーのアナフィラキシーは生命にかかわる病型であり、危険を予測し、自分の

生命を自分で守ることに加えて、周りの仲間が食物アレルギーを有する仲間の生命を守ることがで

きる態度を育むことが大切になります。
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～小学校の家庭科では～

　「Ｂ日常の食事と調理の基礎」と「Ｄ身近な消費生活と環境」の内容と関連を図ることにより、

児童や家族の生活と結び付けて考え、実践的に学習させる際に次のような例があります。

　「Ｂ日常の食事と調理の基礎」「調理の基礎」における調理実習で使用する食品と「Ｄ身近な消費

生活と環境」「物や金銭の使い方と買い物」イ「適切に購入できる」の食品に付けられた簡単な表

示等を自分の目で確かめ購入することを関連させ、必要な食品を準備することが考えられます。

　その際、気を付けることとして、原材料名が記載された表示を参考にすることも指導します。こ

れは、食物アレルギーを有する児童に重要な情報となります。

～中学校の技術・家庭科では～

　「Ｂ食生活と自立」の食品の選び方では、日常多く用いられている食品の品質を外観や表示など

から見分けることができるようにするとともに、日常生活と関連付け、用途に応じた選択ができる

ようにする学習があります。調理実習で使用する生鮮食品や加工食品の表示調べを行う際に、原材

料や食品添加物、栄養成分、期限表示、保存方法に加え、アレルギー物質の表示についても触れる

ことで、食物アレルギーに対する理解を深めることができます。

　また、食物アレルギーを有する生徒にとっては、重要な情報となり、食品表示を理解して良否を

見分け、食品を選択できる力を付けることができます。

～高等学校の保健体育［科目保健］では～

　「社会生活と健康」の「イ 環境と食品の保健」において、食品保健にかかわる活動や健康被害の

防止と健康の保持増進には、適切に情報を公開、活用するなど行政・生産者・製造者・消費者など

が互いに関係を保ちながら、それぞれの役割を果たすことが重要であることについて理解できるよ

うにする学習があります。

　食物アレルギーに関する生産者や製造者の役割として、食物アレルギー患者のために、食品表示

法に基づいてアレルギー物質の表示が義務付けられていることを学びます。また、食物アレルギー

を有する生徒もこれらの情報を基にして、食品を選ぶことが大切であることを確認します。

　小学生用食育教材参照

～「たのしい食事つながる食育」では～

　低学年の教材「おやつの食べ方を考えてみよう」の中で、「食物アレルギーについて」という説

明が掲載されています。

　学級の実態によっては、アナフィラキーショックのような命に関わる症状があることや除去食・

代替食、弁当対応等の配慮が必要であることなどを学び、学級全体で事故を防ぐ指導が大切です。


